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神経回路

脳の中には神経細
胞があり それらが胞があり、それらが
シナプスを介して
回路網を形成して

神経細胞

いる。

Neurobiology, by Shepherd GM.

Oxford Univ. Press 1988 より
シナプス
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シナプス

分子（受容体・チャネル）



シナプスにおける情報伝達

グ プ 細胞電気的なシグナル シナプス前細胞

神経伝達物質

電気的なシグナル シナプス後細胞

入力パターンしだいで伝達効率は変化する→シナプス可塑性
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記憶や学習の基礎過程



記憶の分類記憶の分類

小脳が関与
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小脳小脳

小脳小脳
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Neuroscience Ed. By Purves et al., 2004より



小脳皮質の神経回路皮質 神経回路

6From “Principles of Neural Science” 4th. Ed.より 6



小脳皮質神経回路小脳皮質神経回路
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小脳の長期抑圧小脳の長期抑圧

小脳の長期抑圧は、小脳の長期抑圧は、

運動学習の基盤と考えられてきた。

長期抑圧が起こらないミュータントマウスで

運動学習の障害が報告されている。

デルフィリン欠損マウスでは
長期抑圧が引き起こされやすく、

また、ある種の運動学習はより速やかに起こる。
8

ま 、ある種 運動学習 り速 起 る。



デルフィリンの発現パターン

デルフィリンは長期抑圧が起こる

小脳のシナプスで強く発現している。
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小脳のシナプスで強く発現している。
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長期抑圧の計測
10回
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10デルフィリン欠損マウスでは、長期抑圧が起こりやすい。
時間（分）



視運動性眼球運動の測定
スクリーン

CCDカメラ

回転台LED

角速度センサー

スクリーン

右

スクリ ン
左

右

眼球

左

時間
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時間



デルフィリン欠損マウスでは視運動性眼球運動のデルフィリン欠損マウスでは視運動性眼球運動の
適応（運動学習）が亢進している

の
動
き

眼
球
の

時間（分）時間（分）
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結論

デルフィリン欠損マウスでは長期抑圧と
視運動性眼球運動の適応（運動学習）が亢進している

意義
長期抑圧の運動学習への寄与長期抑圧の運動学習への寄与

小脳による運動学習メカニズムのよりよい理解

今後の課題と中長期的な発展性今後の課題と中長期的な発展性

運動学習課題による違い、副作用

他 プ 塑性 役割他のシナプス可塑性の役割
臨床応用、リハビリテーションなどへの応用

効率的な学習方法
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効率的な学習方法
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